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浅
井
忠
と
〈
舞
台
美
術
〉
―
―
明
治
三
十
年
代
京
阪
の
演
劇
改
良
・
翻
案
劇
・
新
聞
小
説
後
藤
隆
基
は
じ
め
に
洋
画
家
の
浅
井
忠
（
一
八
五
六
〜
一
九
〇
七
）
は
、
西
洋
画
研
究
の
た
め
の
パ
リ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
以
降
、
晩
年
の
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
ま
で
を
京
都
で
過
ご
し
た
。
こ
の
時
期
に
浅
井
は
同
地
の
文
化
人
た
ち
と
交
誼
を
結
び
、
多
彩
な
画
業
を
展
開
し
て
い
る
。
浅
井
の
京
都
時
代
に
つ
い
て
再
評
価
の
気
運
が
高
ま
っ
て
久
し
い
が
、
明
治
三
十
年
代
の
京
阪
で
、
浅
井
が
同
時
代
演
劇
の
現
場
と
接
触
し
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う（
１
）だ。
近
代
日
本
演
劇
に
お
け
る
〈
舞
台
美
術
〉
が
「
い
つ
か
ら
、
ど
う
い
う
概
念
で
用
い
ら
れ
た
か
は
殆
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
」（「「
舞
台
美
術
」
の
成
立
と
変
容
―
―
近
代
化
に
即
し
て
―
―
」『
歌
舞
伎
研
究
と
批
評
』
５１
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
と
指
摘
す
る
神
山
彰
は
、
明
治
期
の
観
客
の
視
覚
の
変
容
に
伴
う
〈
舞
台
美
術
〉
の
問
題
に
つ
い
て
左
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
明
治
期
の
「
装
置
」
を
徳
川
期
の
大
道
具
と
分
か
つ
も
の
、そ
れ
は
、
一
つ
は
「
可
視
性
」
へ
の
拘
り
で
あ
り
、
二
つ
は
、「
見
世
物
性
」
か
ら
の
脱
却
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
国
家
に
益
な
き
遊
芸
」
か
ら
「
無
用
の
戯
れ
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
演
劇
の
近
代
意
識
と
が
結
び
つ
い
て
、「
近
代
美
術
」
を
担
う
「
洋
画
家
」
の
進
出
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
と
き
、
浅
井
忠
の
画
業
は
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
本
稿
で
は
、
明
治
三
十
年
代
の
京
阪
で
浅
井
が
書
割
な
ど
を
手
が
け
た
三
つ
の
演
劇
作
品
を
と
り
あ
げ
、
近
代
に
お
け
る
〈
舞
台
美
術
〉
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
浅
井
研
究
の
新
た
な
視
座
を
提
示
し
た
い
。
一
浅
井
忠
と
川
上
音
二
郎
パ
リ
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
）
か
ら
二
年
間
、
文
部
省
の
命
で
パ
リ
に
留
学
し
て
い
た
浅
井
は
、
現
地
で
美
術
館
や
劇
場
に
よ
く
通
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
一
九
〇
〇
年
七
月
五
日
夜
、
当
時
パ
リ
に
滞
在
し
て
い
た
国
文
学
者
で
歌
人
の
池
辺
義
象
ら
と
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
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ル
の
「
ナ
ポ
レ
ヲ
ン
の
悲
劇
」
を
観
て
感
銘
を
受
け
、
二
日
後
に
「
リ
ュ
ー
ハ
リ
ー
の
川
上
座
の
看
板
」
を
見
か
け
る
と
、
同
夜
さ
っ
そ
く
足
を
運
ん
で
い
る
（
浅
井
忠
「
巴
里
日
記
」、
黙
語
会
編
『
木
魚
遺
響
』
芸
艸
堂
、
明
治
四
十
二
年
）。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
皮
切
り
に
、
第
一
次
海
外
巡
業
（
明
治
三
十
二
年
四
月
〜
三
十
四
年
一
月
）
を
行
っ
て
い
た
川
上
音
二
郎
一
座
は
、
舞
踊
家
で
興
行
師
の
ロ
イ
・
フ
ラ
ー
と
知
遇
を
得
、
パ
リ
万
博
で
の
公
演
を
契
約
し
て
渡
仏
す
る
。
一
九
〇
〇
年
六
月
末
に
パ
リ
に
入
り
、
七
月
二
日
、
栗
野
慎
一
郎
駐
仏
公
使
の
厚
意
で
公
使
館
主
催
の
夜
会
で
余
興
を
披
露
し
た
。
政
府
高
官
や
各
国
の
外
交
官
、
多
く
の
文
化
人
が
招
か
れ
た
が
、
そ
こ
に
浅
井
も
招
待
を
受
け
て
お
り
（「
巴
里
日
記
」
前
出
）、
関
心
を
も
っ
た
の
だ
ろ
う
。
万
博
会
場
の
一
画
に
設
営
さ
れ
た
ロ
イ
・
フ
ラ
ー
劇
場
で
の
川
上
一
座
の
初
日
は
七
月
四
日
だ
か（
２
）ら、
浅
井
は
四
日
目
に
観
劇
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
の
引
用
に
あ
る
「
リ
ュ
ー
ハ
リ
ー
」
は
「Rue
de
Paris
」（
直
訳
す
れ
ば
〈
パ
リ
通
り
〉
の
意
）
か
。
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
オ
ラ
ジ
に
よ
る
《
ロ
イ
・
フ
ラ
ー
劇
場
》（
一
九
〇
〇
年
）
な
ど
万
博
で
の
興
行
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
に
も
「Rue
de
Paris
」
の
文
字
が
描
か
れ
て
い
る
。
川
上
一
座
の
パ
リ
万
博
公
演
に
つ
い
て
は
画
家
の
久
保
田
米
斎
に
よ
る
現
地
報
告
が
『
読
売
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。
セ
ー
ヌ
川
の
北
岸
、
様
々
な
興
行
が
並
ぶ
区
画
に
、
ロ
イ
・
フ
ラ
ー
劇
場
は
あ
っ
た
。
ぱ
り
ー
セ
ー
ヌ
巴
黎
博
覧
会
場
の
一
隅
、
静
韻
河
の
北
岸
、
い
ろ
〳
〵
の
興
行
物
一
列
う
ち
に
並
べ
る
中
に
テ
ア
ト
ル
、
ド
、
ラ
、
ロ
イ
、
フ
ル
レ
と
称
し
て
、
亜
つ
ば
さ
米
利
加
の
一
婦
人
が
白
き
薄
き
翅
に
似
た
る
衣
を
つ
け
、
そ
の
衣
の
端
し
よ
く
を
上
下
左
右
に
動
か
す
を
色
光
線
に
て
之
を
照
せ
バ
、
紫
と
な
り
、
紅
へ
ん
ぺ
ん
と
な
り
、
黄
と
な
り
、
青
と
な
り
、
翩
々
と
し
て
水
紋
の
如
き
状
を
な
す
な
り
。〔
略
〕
こ
の
所
作
を
大
切
と
し
て
毎
夜
二
度
に
川
上
の
劇
ハ
ぱ
り
ー
演
ぜ
ら
る
ゝ
な
り
。（
米
斎
生
「
巴
黎
の
川
上
芝
居
（
一
）」『
読
売
新
聞
』
明
治
三
十
三
年
八
月
三
十
一
日
）
米
斎
は
、
ロ
イ
・
フ
ラ
ー
が
一
世
を
風
靡
し
た
〈
サ
ー
ペ
ン
タ
イ
ン
・
ダ
ン
ス
〉
―
―
最
新
技
術
の
照
明
を
用
い
た
、
布
と
光
の
う
ね
る
よ
う
な
動
き
―
―
の
舞
台
風
景
を
描
き
だ
し
て
い
る
。
そ
の
ロ
イ
・
フ
ラ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
前
に
川
上
一
座
の
出
番
が
あ
っ
た
。
浅
井
の
日
記
に
演
目
の
詳
細
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
と
く
に
彼
ら
が
注
目
を
集
め
た
の
は
、
歌
舞
伎
の
『
娘
道
成
寺
』
と
『
鞘
当
』
を
綯
い
交
ぜ
に
し
た
『
芸
者
と
武
士
』
の
川
上
貞
奴
の
演
技
で
あ
っ
た
。
貞
奴
演
じ
る
芸
者
葛
城
が
名
古
屋
山
三
（
川
上
音
二
郎
）
へ
の
愛
憎
と
嫉
妬
の
果
て
に
息
絶
え
る
劇
の
終
幕
は
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
、
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
と
い
っ
た
芸
術
家
た
ち
を
魅
了
し
た
。
そ
の
人
気
は
、
貞
奴
の
名
を
冠
す
る
香
水
や
着
物
が
爆
発
的
に
売
れ
る
な
ど
、
一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
こ
と
に
も
表
わ
れ
て
い（
３
）る。
成
功
に
気
を
よ
く
し
た
か
、
ロ
イ
・
フ
ラ
ー
は
川
上
一
座
と
の
契
約
を
延
長
。
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
一
月
に
川
上
ら
は
一
度
帰
国
し
、
三
か
月
後
に
二
度
目
の
海
外
巡
業
（
明
治
三
十
四
年
四
月
〜
三
十
五
年
八
月
）
へ
出
立
し（
４
）た。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
の
公
演
を
終
え
た
川
上
一
座
は
明
治
三
十
五
年
、
帰
国
の
途
に
就
く
。
そ
の
同
じ
船
に
浅
井
は
偶
然
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
。
船
中
の
つ
れ
〴
〵
に
浅
井
は
同
乗
の
川
上
貞
奴
と
其
弟
子
の
鶴
子
と
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云
ふ
女
な
ど
を
写
生
し
た
。
其
写
生
で
見
る
と
貞
奴
は
海
老
茶
の
袴
を
穿
い
て
居
た
。
鶴
子
の
方
は
仕
上
げ
ら
れ
て
居
る
が
、
貞
奴
の
方
は
未
成
で
あ
る
。〔
略
〕
七
月
二
十
八
日
の
晩
に
は
船
中
で
川
上
一
座
が
何
か
余
興
の
芝
居
を
や
つ
た
ら
し
い
。（
石
井
柏
亭
編
『
浅
井
忠
画
集
及
評
伝
』
芸
艸
堂
、
昭
和
四
年
、
一
一
五（
５
）頁）
浅
井
が
川
上
ら
と
交
流
を
も
っ
て
い
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
が
、
貞
奴
の
「
弟
子
」
と
さ
れ
る
「
鶴
子
」
と
は
何
者
だ
ろ
う
か
。
川
上
は
第
一
次
海
外
巡
業
に
当
時
九
歳
だ
っ
た
姪
の
鶴
子
を
同
伴
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
舞
台
を
踏
ま
せ
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
ア
メ
リ
カ
巡
業
中
に
現
地
在
住
の
日
本
画
家
・
青
木
瓢
斎
（
年
雄
）
の
養
女
と
な
り
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
子
役
と
し
て
出
演
し
た
あ
と
、
早
川
雪
洲
と
結
婚
し
て
い（
６
）る。
二
度
目
の
海
外
巡
業
時
に
、
川
上
は
新
た
な
座
員
と
し
て
、
中
村
仲
吉
（
本
名
・
石
原
な（
７
）か）
を
は
じ
め
、
小
山
つ
る
、
濱
田
た
ね
、
西
尾
と
し
、
太
田
な
み
と
い
っ
た
素
人
の
女
性
を
同
行
し
て
お（
８
）り、
前
掲
の
引
用
に
あ
る
「
鶴
子
」
は
、
こ
の
な
か
の
小
山
つ
る
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
パ
リ
で
の
劇
場
通
い
に
み
え
る
よ
う
な
演
劇
へ
の
関
心
が
、
帰
国
後
の
浅
井
の
画
業
に
新
た
な
色
彩
を
加
え
る
こ
と
と
な
る
。
二
明
治
三
十
五
年
の
京
都
文
化
圏
と
演
劇
改
良
明
治
三
十
年
代
―
―
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
京
都
は
、
新
た
な
文
化
的
胎
動
が
脈
打
つ
場
所
だ
っ
た
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
京
都
帝
国
大
学
が
創
設
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
、
詩
人
で
劇
作
家
の
高
安
月
郊
が
一
家
で
京
都
の
三
本
木
に
移
住
し
た
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
は
京
都
帝
国
大
学
に
附
属
図
書
館
が
設
置
さ
れ
、
教
授
兼
附
属
図
書
館
長
と
し
て
英
文
学
者
の
島
文
次
郎
（
華
水
）
が
着
任
す
る
。
徐
々
に
同
地
の
文
化
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
と
く
に
浅
井
が
帰
国
し
た
明
治
三
十
五
年
は
、
ひ
と
つ
の
展
開
点
と
な
る
時
間
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
五
年
一
月
に
白
井
松
次
郎
、
大
谷
竹
次
郎
の
兄
弟
が
松
竹
合
資
会
社
（
の
ち
松
竹
合
名
会
社
）
を
設
立
し
て
、
京
阪
の
興
行
界
に
新
時
代
の
到
来
を
予
感
さ
せ
た
。
同
年
三
月
、
京
都
帝
国
大
学
の
向
か
い
に
京
都
高
等
工
芸
学
校
（
現
・
京
都
工
芸
繊
維
大
学
）
が
設
置
さ
れ
、
八
月
に
パ
リ
か
ら
帰
っ
た
浅
井
は
一
家
で
京
都
へ
移
住
し
、
九
月
に
同
校
図
案
科
教
授
に
就
任
す
る
。
こ
の
間
、
四
月
に
は
、
京
都
五
条
警
察
署
の
風
紀
取
締
政
策
を
契
機
と
し
て
京
都
演
劇
改
良
会
が
発
会
。
井
田
淳
署
長
の
後
ろ
盾
で
、
京
都
電
気
鉄
道
会
社
を
創
業
（
明
治
二
十
七
年
）
し
た
高
木
文
平
を
会
長
に
据
え
、
行
政
・
教
育
・
報
道
関
係
者
、
京
都
各
座
の
座
主
・
俳
優
ら
を
中
心
に
興
行
関
係
者
が
参
画
し
た
、
い
わ
ば
産
学
官
連
携
に
よ
る
演
劇
改
良
運
動
の
団
体
で
あ
っ
（
９
）た。同
会
顧
問
を
務
め
た
島
華
水
の
紹
介
で
、
ま
も
な
く
高
安
月
郊
も
顧
問
に
加
わ
り
、
新
脚
本
を
提
供
す
る
な
ど
二
人
は
支
柱
的
役
割
を
担
っ
て
い
く
。
局
外
の
文
学
者
が
演
劇
現
場
へ
参
入
し
た
ご
く
早
い
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
当
時
の
京
都
で
は
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
な
文
化
交
流
の
サ
ロ
ン
的
集
団
が
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
を
払
い
た
い
。
そ
の
一
例
が
、
銀
峰
会
で
あ
る
。
銀
峰
会
と
、
同
時
期
に
つ
く
ら
れ
た
詩
人
会
と
い
う
団
体
に
つ
い
て
、
松
崎
天
民
は
こ
ん
な
ふ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
京
都
に
は
銀
峰
会
と
詩
人
会
と
あ
り
。
共
に
高
安
月
郊
、
島
華
水
子
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等
の
発
起
設
立
せ
し
も
の
に
し
て
、前
者
は
文
芸
同
好
の
士
を
集
め
て
、
団
欒
清
談
し
、
趣
味
の
開
発
に
務
む
る
傍
ら
、
文
芸
講
演
会
を
開
き
、
汎
く
聴
講
せ
し
む
る
を
、
一
面
の
事
業
と
な
す
。
後
者
は
文
人
相
集
り
て
、
文
芸
美
術
の
研
究
を
旨
と
し
、
時
に
古
今
の
珍
書
名
画
の
類
を
陳
列
し
て
、
稽
考
す
る
所
あ
り
と
い
ふ
。
参
列
者
は
何
れ
も
単
に
文
士
に
限
ら
ず
、
画
家
あ
り
、
俳
人
あ
り
、
音
楽
家
あ
り
、
科
学
者
あ
り
、
医
師
あ
り
新
聞
記
者
あ
り
、
以
て
其
の
会
合
の
、
如
何
に
趣
味
多
き
か
を
知
る
べ
し
。（「
過
去
一
年
間
の
関
西
文
壇
（
上
）」『
小
天
地
』
明
治
三
十
六
年
一
月
）
こ
の
時
期
の
京
都
文
壇
／
劇
壇
の
接
触
、
銀
峰
会
と
京
都
演
劇
改
良
会
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
は
論
じ
た
こ
と
が
あ
る（
１０
）が、
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
浅
井
忠
も
身
を
置
い
て
い
た
。
明
治
三
十
五
年
十
月
、
帰
国
後
ま
も
な
い
浅
井
は
、
銀
峰
会
に
乞
わ
れ
て
祇
園
の
東
山
文
庫
で
講
演
を
行
っ（
１１
）た。
高
安
月
郊
に
以
下
の
回
想
が
あ
る
。
自
分
が
〔
浅
井
に
〕
始
め
て
逢
う
た
の
は
明
治
三
十
五
年
の
秋（
１２
）で。
氏
は
時
に
仏
蘭
西
か
ら
帰
つ
て
新
し
い
目
を
以
て
来
た
、
我
等
は
時
に
銀
と
う
ざ
ん
峰
会
を
組
織
し
て
新
し
い
文
芸
を
鼓
吹
し
て
ゐ
た
。
そ
こ
で
氏
を
東
山
に
迎
へ
て
一
場
の
談
話
を
乞
う
た
が
、氏
は
余
り
多
く
語
ら
な
か
つ
た
、
自
分
が
先
づ
氏
が
口
よ
り
は
技
の
人
で
あ
る
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
／
其
帰
途
共
に
鴨
河
の
岸
を
通
る
と
話
は
劇
に
及
ん
で
、
氏
は
頻
に
彼
地
〔
フ
ラ
ン
ス
〕
の
様
子
を
話
す
、
自
分
は
氏
が
此
道
に
も
趣
味
が
あ
る
事
を
知
つ
て
、
丁
度
其
冬
『
大
塩
平
八
郎
』
を
上
場
す
る
に
付
て
六
甲
山
の
場
の
背
景
を
頼
ん
だ
。（「
紫
の
都
」、
金
尾
種
次
郎
編
『
畿
内
見
物
京
都
の
巻
』
金
尾
文
淵
堂
、
明
治
四
十
四
年
、
七
八
頁
）
浅
井
と
月
郊
は
以
後
交
誼
を
育
ん
で
い
く
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
明
治
三
十
五
年
の
銀
峰
会
に
あ
っ
た
。
浅
井
か
ら
パ
リ
留
学
中
の
観
劇
談
を
聞
い
た
月
郊
が
、
自
作
『
大
塩
平
八
郎
』
の
書
割
（
背
景（
１３
）画）
の
制
作
を
依
頼
し
た
と
い
う
。
同
作
は
、
京
都
演
劇
改
良
会
後
援
に
よ
る
福
井
茂
兵
衛
一
座
の
第
二
回
改
良
演
劇
（
夷
谷
座
、
明
治
三
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
〜
十
二
月
十
七
日
）
の
一
番
目
狂
言
。
京
都
に
お
け
る
実
践
的
な
演
劇
改
良
運
動
と
い
う
好
機
を
背
景
に
実
現
し
た
試
み
で
あ
り
、
後
に
月
郊
は
こ
れ
が
「
文
学
者
と
画
家
と
握
手
し
た
初
め
」（「
京
都
文
壇
物
語
」『
文
章
世
界
』
明
治
四
十
三
年
二
月
）
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
洋
画
家
の
劇
壇
参
入
の
例
と
し
て
、
通
常
ま
ず
指
を
屈
せ
ら
れ
る
の
は
、
川
上
音
二
郎
の
動
向
で
あ
る
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
一
月
、
川
上
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』（
土
肥
春
曙
・
山
岸
荷
葉
翻
案
、
東
京
・
本
郷
座
）
を
上
演
し
た
際
に
試
み
た
多
彩
な
改
革
の
中
で
山
本
芳
翠
に
書
割
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
同
年
二
月
の
『
オ
セ
ロ
』（
江
見
水
蔭
翻
案
、
東
京
・
明
治
座
）
上
演
の
段
階
で
、
す
で
に
洋
画
家
に
よ
る
書
割
制
作
を
計
画
し
て
い
た
よ
う
だ
。
川
上
が
欧
洲
か
ら
帰
朝
し
て
か
ら
例
の
日
本
劇
場
の
道
具
万
端
に
就
て
や
ら
甚
だ
気
に
喰
ハ
ぬ
点
が
多
い
、
其
れ
で
今
度
明
治
座
で
興
行
う
と
云
ふ
に
就
て
も
成
る
可
く
ハ
自
分
が
考
へ
に
近
い
―
―
所
謂
理
想
に
近
い
風
に
し
て
遣
つ
て
見
た
い
と
云
ふ
心
で
あ
つ
た
が
幸
ひ
小
山
正
太
郎
氏
と
か
其
れ
か
ら
新
帰
朝
の
浅
井
忠
氏
が
爾
う
云
ふ
事
な
ら
一
肘
の
力
を
藉
し
か
き
わ
り
て
遣
ら
う
と
云
ふ
の
で
両
氏
が
舞
台
の
描
割
を
何
か
と
受
持
ツ
て
呉
れ
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る
事
に
な
ツ
た
（
け
い
舟
「
海
賊
島
／
川
上
音
次
郎
の
探
検
」『
都
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
十
二
月
十
八
日
）
右
の
記
事
を
紹
介
す
る
毛
利
三
彌
は
、
川
上
は
「
フ
ラ
ン
ス
で
彼
ら
〔
小
山
、
浅
井
〕
の
知
己
を
得
た
の
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
（
１４
）た」（「
イ
プ
セ
ン
以
前
（
承
前
・
川
上
音
二
郎
の
こ
と
）
―
―
明
治
期
の
演
劇
近
代
化
を
め
ぐ
る
問
題
（
二
）
―
―
」『
美
學
美
術
史
論
集
』
第
七
輯
、
成
城
大
学
文
芸
学
部
、
一
九
八
八
年
十
一
月
）
と
記
し
た
う
え
で
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
で
の
山
本
芳
翠
の
起
用
を
「
確
か
に
演
劇
界
の
革
新
的
な
事
件
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
川
上
と
浅
井
の
邂
逅
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
川
上
の
事
例
は
、
月
郊
と
浅
井
に
よ
る
協
働
の
先
駆
性
の
裏
づ
け
と
も
な
ろ
う
。
浅
井
が
初
め
て
演
劇
現
場
に
関
わ
っ
た
『
大
塩
平
八
郎
』
で
書
割
を
担
当
し
た
の
は
、
三
幕
目
の
「
六
甲
山
の
場
」
で
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
十
一
月
二
十
日
付
『
京都
日
出
新
聞
』
掲
載
の
筋
書
か
ら
、
当
該
場
面
を
引
い
て
み
よ
う
。
本
舞
台
総
べ
て
六
甲
山
絶
頂
大
風
の
体
に
て
幕
開
く
／
ト
此
処
に
大
塩
平
八
郎
大
空
に
向
つ
て
胸
中
の
感
慨
を
独
白
し
て
居
る
。
此
処
へ
以
前
の
宇
津
木
矩
之
丞
来
る
。
平
八
郎
は
楠
公
の
千
早
城
に
於
け
る
例
を
引
き
、
暗
に
事
を
起
し
世
の
中
の
奸
人
を
払
は
ん
事
を
云
ふ
。
六
甲
山
頂
に
吹
き
す
さ
ぶ
「
大
風
」
の
中
で
、
大
塩
平
八
郎
が
心
境
を
「
独
白
」
す
る
。
こ
の
頃
の
月
郊
戯
曲
に
お
い
て
〈
暴
風
雨
〉
と
い
う
自
然
表
現
と
「
独
白
」
と
い
う
言
語
表
現
の
照
応
は
ひ
と
つ
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
お
り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
原
作
『
リ
ア
王
』
の
翻
案
劇
『
闇
と
光
』（
福
井
茂
兵
衛
一
座
、
明
治
三
十
五
年
九
月
、
南
座
）
で
も
、
主
人
公
の
古
谷
利
右
衛
門
（＝
リ
ア
）
の
懊
悩
を
表
す
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い（
１５
）た。
そ
う
し
た
場
面
で
、
浅
井
の
絵
が
求
め
ら
れ
、
開
幕
前
か
ら
「
目
先
が
変
つ
て
居
る
の
は
〔
略
〕
大
道
具
で
暴
風
雨
の
幕
明
と
い
ふ
凄
い
と
こ
ろ
を
見
せ
」（「
楽
屋
風
呂
」『
京都
日
出
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
十
一
月
十
九
日
）
る
こ
と
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
さ
て
そ
の
成
果
は
と
い
え
ば
、
福
井
茂
兵
衛
演
じ
る
大
塩
平
八
郎
が
「
始
終
一
貫
し
て
上
出
来
」
で
、
件
の
三
幕
目
も
福
井
の
「
独
白
」
の
「
調
子
が
可
い
の
で
引
立
つ
た
」
と
好
評
を
得
る
も
、
舞
台
効
果
に
つ
い
て
は
「
ピ
ユ
ー
〳
〵
と
風
の
吹
荒
む
中
に
枯
尾
花
の
乱
れ
な
い
の
は
写
実
に
遠
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
悪
太
郎
「
夷
谷
座
を
観
る
」『
京都
日
出
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
十
二
月
六
日
）。
『
大
塩
平
八
郎
』
に
お
け
る
浅
井
の
書
割
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
同
時
代
紙
誌
の
直
接
的
な
言
及
は
見
あ
た
ら
な
い
の
だ
が
、
先
の
月
郊
の
言
の
よ
う
に
、
文
学
者
と
画
家
が
演
劇
の
現
場
で
手
を
結
ん
だ
異
分
野
交
流
の
成
果
と
〈
舞
台
美
術
〉
的
な
る
も
の
の
萌
芽
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
三
明
治
三
十
八
年
の
『
マ
ク
ベ
ス
』
高
安
月
郊
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
浅
井
忠
は
『
大
塩
平
八
郎
』
の
他
に
二
度
舞
台
の
書
割
を
担
当
し
た
と
い
う
（「
京
都
文
壇
物
語
」
前
出
）。
ひ
と
つ
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
原
作
を
島
華
水
が
翻
案
し
た
『
マ
ク
ベ
ス
』（
畠
山
古
瓶
脚
色
、
大
阪
・
朝
日
座
、
明
治
三
十
八
年
二
月
一
日
〜
二
十
一
日
）、
も
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う
ひ
と
つ
は
菊
池
幽
芳
原
作
の
『
己
が
罪
』（
京
都
・
明
治
座
、
同
年
二
月
二
十
三
日
〜
三
月
二
十
一
日
）
で
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
か
ら
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
ま
で
、
浅
井
と
演
劇
の
関
わ
り
が
ま
っ
た
く
の
空
白
だ
っ
た
か
は
未
詳
な
が
ら
、
浅
井
は
こ
の
頃
、
新
た
な
試
み
に
着
手
し
て
い
た
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
浅
井
は
、
日
本
画
家
の
竹
内
栖
鳳
、
音
楽
家
の
鈴
木
鼓
村
、
詩
人
の
薄
田
泣
菫
、
湯
浅
半
月
、
月
郊
ら
と
東
山
会
を
組
織
し
て
い
る
。
こ
の
団
体
は
、
あ
る
モ
チ
ー
フ
に
対
し
て
「
詩
の
知
ら
ぬ
所
画
補
ひ
、
画
の
知
ら
ぬ
所
音
楽
が
現
し
て
、
技
術
は
異
つ
て
も
同
じ
心
の
技
術
が
分
れ
た
為
不
完
全
に
な
る
恨
を
一
致
さ
す
」（「
紫
の
都
」
前
出
）
こ
と
で
総
合
的
な
芸
術
創
造
を
め
ざ
し
、
季
刊
誌
『
夢
見
草
』
の
発
行
を
企
図
し
た
が
、
日
露
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
頓
挫
し
て
し
ま
う
。
ま
た
浅
井
は
、
こ
の
年
に
知
り
合
っ
た
蒔
絵
師
の
杉
林
古
香
ら
と
自
身
の
図
案
を
用
い
た
漆
器
制
作
等
を
行
う
よ
う
に
な（
１６
）り、
明
治
三
十
八
年
に
は
油
彩
画
の
代
表
的
大
作
《
武
士
山
狩
図
》
な
ど
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
ん
な
時
期
に
、
浅
井
は
二
つ
の
演
劇
現
場
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
『
マ
ク
ベ
ス
』
か
ら
み
て
い
こ
う
。
明
治
三
十
八
年
の
『
マ
ク
ベ
ス
』
は
五
幕
十
三
場
。
喜
多
村
緑
郎
、
小
織
桂
一
郎
、
秋
月
桂
太
郎
、
福
井
茂
兵
衛
ら
新
俳
優
所
演
の
も
の
で
、
舞
台
と
な
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
、
上
演
時
の
現
在
か
ら
約
半
世
紀
後
の
韓
国
に
置
き
換
え
た
翻
案
劇
で
あ（
１７
）る。
前
述
し
た
川
上
一
座
の
『
オ
セ
ロ
』
は
台
湾
を
舞
台
に
設
定
し
て
い
る
が
、
日
清
戦
争
後
、
日
露
戦
争
下
の
日
本
に
と
っ
て
台
湾
や
韓
国
は
身
近
な
異
国
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
マ
ク
ベ
ス
』
の
評
に
は
、
翻
案
の
不
備
や
劇
世
界
の
不
明
瞭
さ
を
難
じ
る
声
が
散
見
す
る
。
そ
の
世
界
の
判
ら
な
い
の
と
舞
台
面
の
調
和
し
な
い
の
と
は
恕
す
べ
か
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
ら
ざ
る
根
本
の
大
欠
点
で
あ
る
〔
。〕
蘇
格
蘭
を
韓
国
に
す
る
も
い
ゝ
が
そ
の
実
が
舞
台
に
現
れ
な
い
で
は
困
る
、
書
割
が
韓
国
で
舞
台
の
人
物
は
日
本
人
と
韓
人
の
入
り
混
り
、
マ
ク
ベ
ス
、
マ
ク
ダ
ツ
ク
、
マ
ク
ベ
ス
夫
人
が
徹
頭
徹
尾
日
本
人
で
、
刺
客
や
王
子
が
日
本
人
と
韓
人
の
入
り
乱
れ
、
定
め
し
之
は
重
な
る
人
物
が
日
本
人
で
仮
り
に
韓
国
の
世
界
を
借
り
た
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う
（
く
わ
坊
「
朝
日
座
の
『
マ
ク
ベ
ス
』」『
大阪
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
二
月
十
一
日
）
未
来
の
韓
国
と
い
う
設
定
ら
し
い
が
、
具
体
的
な
時
代
や
場
所
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
に
観
客
の
困
惑
を
招
き
、
幕
邊
壽
江
雄
（
マ
ク
ベ
ス
）、
團
野
寛
（
ダ
ン
カ
ン
）、
伴
光
（
バ
ン
ク
ォ
ー
）、
牧
大
蔵
（
マ
ク
ダ
フ
）
と
い
っ
た
登
場
人
物
の
名
前
も
混
乱
を
来
す
一
因
と
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
「
た
ゞ
此
の
劇
に
於
て
見
る
べ
き
は
浅
井
忠
氏
の
描
い
た
油
絵
ド
ロ
ツ
プ
の
背
景
で
さ
す
が
あ
る
。
了
得
に
大
家
の
筆
に
な
つ
た
ゞ
け
あ
つ
て
舞
台
面
を
引
立
て
た
事
一
ト
通
で
な
い
」（
く
わ
坊
「
朝
日
座
の
『
マ
ク
ベ
ス
』」
前
出
）
と
、
浅
井
の
書
割
が
衆
目
を
集
め
て
い
た
の
だ
っ
た
。
浅
井
が
朝
日
座
か
ら
書
割
を
委
嘱
さ
れ
た
背
景
に
は
、
翻
案
を
担
当
し
た
島
華
水
と
の
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
華
水
を
通
じ
て
、
湯
浅
半
月
が
参
考
資
料
を
提
供
す
る
な
ど
、
京
都
の
文
士
た
ち
の
協
力
を
得
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
て（
１８
）も、
明
治
三
十
年
代
京
阪
に
お
け
る
華
水
周
辺
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
も
っ
と
重
視
さ
れ
て
い
い
。
『
マ
ク
ベ
ス
』
で
浅
井
は
二
つ
の
場
面
の
書
割
を
担
当
し
た
。
そ
の
舞
台
風
景
を
、
平
尾
不
孤
は
こ
う
描
写
し
て
い
る
。
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第
四
段
金
剛
山
中
、
三
妖
出
現
（
再
度
目
）
の
書
割
は
、
浅
井
忠
氏
の
が
ん
ざ
ん
と
つ
こ
つ
せ
い
た
い
筆
で
峩
々
た
る
岩
山
突
兀
と
蟠
屈
し
て
、
千
年
の
青
苔
に
包
ま
れ
た
るせう
岩
石
の
彼
方
、
遠
く
紅
葉
の
樹
立
す
る
を
見
る
。
両
方
か
ら
迫
つ
た
小
け
い
さ
ぎ
り
た
ち
の
ぼ
径
の
あ
た
り
、
一
団
の
狭
霧
立
騰
る
間
、
三
妖
茫
と
し
て
現
は
る
ゝ
所
、
こ
う
て
い
此
世
の
光
景
と
は
思
は
れ
な
か
つ
た
。
／
王
宮
の
後
庭
の
場
も
、
同
じ
人
の
筆
で
、
右
の
方
に
築
地
風
の
白
壁
を
遠
く
見
せ
、
下
手
は
疎
林
、
正
面
に
朝
鮮
風
の
小
亭
、
夜
の
景
に
て
、
木
の
間
か
ら
月
が
出
る
と
い
ふ
書
割
。（
不
孤
生
「『
マ
ク
ベ
ス
』
興
行
」『
新
小
説
』
明
治
三
十
八
年
四
月
）
遠
近
法
や
明
暗
法
（
波
線
部
）
を
駆
使
し
た
写
実
性
に
富
む
油
彩
の
書
割
は
、
観
る
者
の
視
覚
を
刺
戟
し
た
に
違
い
な
い
。
三
人
の
妖
怪
（
原
作
に
お
け
る
魔
女
）
が
登
場
す
る
四
幕
目
の
「
金
剛
山
中
」
の
場
を
め
ぐ
る
不
孤
の
筆
致
は
そ
の
様
相
を
簡
潔
に
伝
え
て
見
事
で
あ
る
。
く
わ
え
て
二
幕
目
返
し
「
王
宮
後
庭
の
場
」
で
は
「
木
の
間
か
ら
奥
深
く
、
朝
鮮
風
の
城
門
を
見
せ
あ
け
が
た
ま
し
て
、
暁
方
の
心
で
、
赤
い
色
の
月
が
、
次
第
に
山
の
端
に
没
し
」（
ヘ
ゲ
タ
レ
「
朝
日
座
の
『
マ
ク
ベ
ス
』」『
歌
舞
伎
』
明
治
三
十
八
年
三
月
）
て
い
く
照
明
も
、
書
割
と
の
相
乗
効
果
を
あ
げ
て
い
た
。
併
せ
て
武
富
瓦
全
の
石
井
柏
亭
宛
書
簡
（「
書
牘
数
則
」『
方
寸
』
明
治
四
十
一
年
二
月
）
に
あ
る
当
時
の
回
想
も
参
照
し
て
お
こ
う
。
〔
浅
井
〕
先
生
が
嘗
て
大
阪
朝
日
座
の
嘱
に
応
じ
沙
翁
の
マ
ク
ベ
ス
劇
を
上
場
す
る
に
際
し
其
背
景
二
面
を
も
の
さ
れ
申
候
い
づ
れ
も
長
十
尺
幅
三
十
余
尺
に
し
て
一
は
序
幕
妖
怪
出
現
の
場
に
当
つ
べ
き
も
の
に
て
図
様
は
山
の
奥
の
谷
の
底
な
る
巨
巌
よ
り
滴
り
集
れ
る
死
水
の
湖
中
央
よ
り
下
手
に
見
え
欝
然
た
る
樹
梢
の
画
尚
暗
く
其
上
を
掩
ひ
岩
の
隔
木
の
間
よ
り
漸
く
天
日
の
微
光
を
も
ら
し
前
面
は
凡
て
悽
愴
闇
黒
物
色
打
沈
み
た
る
舞
台
面
に
て
し
か
も
屋
外
よ
り
入
る
可
き
光
線
を
も
遮
り
た
ゞ
フ
ー
ト
ラ
イ
ト
の
か
す
か
な
る
に
白
煙
を
絶
ず
燃
し
候
へ
ば
撮
影
す
可
く
も
あ
ら
ず
他
の
一
面
は
韓
国
謀
城
外
の
図
に
て
漸
く
写
し
得
当
時
御
地
の
新
小
説
に
揚
げ
置
き
候
先
生
の
作
品
多
か
る
可
き
も
斯
く
の
如
き
も
の
こ
そ
面
目
新
な
ら
む
と
存
じ
候
へ
ど
も
右
様
の
次
第
に
て
今
更
残
念
に
存
ぜ
ら
れ
候
同
時
代
評
で
は
四
幕
目
と
さ
れ
て
い
た
三
人
の
妖
怪
が
現
れ
る
場
面
を
、
瓦
全
は
「
序
幕
妖
怪
出
現
の
場
」
と
し
て
い
る
。
序
幕
返
し
に
妖
怪
の
最
初
の
登
場
場
面
が
あ
っ
た
か
ら
、
同
じ
書
割
や
道
具
を
用
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
瓦
全
の
書
簡
は
、
浅
井
の
書
割
の
描
写
と
と
も
に
照
明
に
関
す
る
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
て
お
り
、
舞
台
の
様
子
を
想
像
す
る
上
で
至
便
で
あ
る
。
た
だ
で
さ
え
暗
鬱
な
山
奥
谷
底
の
情
景
に
、
劇
場
を
遮
光
し
て
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
微
か
な
明
か
り
だ
け
を
点
け
、
そ
こ
に
「
白
煙
」
を
絶
え
ず
焚
い
て
い
た
た
め
、
瓦
全
は
舞
台
写
真
を
撮
影
で
き
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
二
幕
目
返
し
「
王
宮
後
庭
の
場
」
は
、
ど
う
に
か
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
春
陽
堂
発
行
の
雑
誌
『
新
小
説
』
は
当
時
巻
頭
の
口
絵
に
東
京
や
関
西
で
話
題
の
舞
台
写
真
等
を
掲
載
し
て
い
た
が
、
瓦
全
が
撮
っ
た
『
マ
ク
ベ
ス
』
の
舞
台
面
を
明
治
三
十
八
年
三
月
号
の
同
誌
で
確
認
で
き
る
（
図
①
）。
印
刷
技
術
の
問
題
を
差
し
引
い
て
も
、
こ
の
写
真
も
あ
ま
り
に
暗
く
、
舞
台
の
相
貌
を
正
確
に
捕
捉
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
浅
井
の
書
割
の
一
端
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を
垣
間
見
ら
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
ろ
う
。
演
劇
は
写
真
と
い
う
近
代
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
〈
記
録
〉
さ
れ
る
対
象
と
な
り
、
そ
れ
が
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
流
通
し
て
い
く
。
舞
台
の
見
方
は
も
ち
ろ
ん
、
見
せ
方
も
含
め
た
視
覚
の
変
容
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
浅
井
が
担
っ
た
書
割
二
面
は
い
ず
れ
も
長
さ
十
尺
（
約
三
メ
ー
ト
ル
）、
幅
三
十
余
尺
（
約
十
メ
ー
ト
ル
）
の
大
き
さ
（「
書
牘
数
則
」
前
出
）。
こ
れ
ら
は
浅
井
の
「
指
揮
の
許
に
同
社
中
の
手
に
な
つ
」（
喜
多
村
緑
郎
「
マ
ク
ベ
ス
夫
人
に
就
て
」『
歌
舞
伎
』
明
治
三
十
八
年
三
月
）
た
も
の
ら
し
く
、
共
に
作
業
に
当
た
っ
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
京
都
高
等
工
芸
学
校
や
浅
井
が
自
宅
で
開
い
て
い
た
聖
護
院
洋
画
研
究
所
な
ど
の
門
下
生
で
あ
っ
た
か
、
実
態
は
不
分
明
な
が
ら
、
浅
井
を
中
心
と
す
る
集
団
制
作
の
体
制
が
敷
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
幕
邊
照
子
（
マ
ク
ベ
ス
夫
人
）
を
演
じ
た
喜
多
村
緑
郎
に
よ
れ
ば
、
衣
裳
の
「
色
合
」
に
つ
い
て
、
各
場
で
浅
井
の
指
示
が
あ
っ
た
。
喜
多
村
は
「
舞
台
と
い
ふ
事
に
余
り
経
験
の
お
薄
い
〔
浅
井
〕
画
伯
か
ら
、
伺
つ
た
通
り
に
用
ゐ
て
舞
台
に
出
れ
ば
、
夫
が
非
常
に
引
立
つ
て
舞
台
が
活
き
て
来
る
の
は
、
只
敬
服
の
外
は
あ
り
ま
せ
ん
」（「
マ
ク
ベ
ス
夫
人
に
就
て
」
前
出
）
と
述
べ
、
俳
優
に
も
絵
画
の
―
―
美
術
的
素
養
の
必
要
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
と
語
っ
て
い
る
。
明
治
三
十
七
年
一
月
に
初
代
市
川
左
団
次
が
『
後
藤
又
兵
衛
』（
松
居
松
葉
作
、
東
京
・
明
治
座
）
を
上
演
し
、
山
本
芳
翠
に
油
彩
の
書
割
を
依
頼
し
た
際
、
白
馬
会
の
メ
ン
バ
ー
を
助
手
に
、
代
々
歌
舞
伎
の
大
道
具
を
担
当
し
て
い
た
長
谷
川
勘
兵
衛
の
考
証
を
得
て
装
置
を
制
作
、
評
判
を
呼
ん
だ
。
神
山
彰
は
こ
の
舞
台
に
つ
い
て
、
五
代
目
鳥
居
清
忠
の
「
舞
台
で
動
い
て
い
る
役
者
は
歌
舞
伎
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
、
背
景
が
洋
画
の
油
絵
」（「
新
歌
舞
伎
図①『マクベス』「王宮後庭の場」（『新小説』明３８年３月）立教大学図書館蔵
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の
舞
台
装
置
」『
季
刊
歌
舞
伎
』
二
八
号
、
一
九
七
五
年
）
と
い
う
証
言
を
引
き
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
演
劇
は
、
近
代
絵
画
の
よ
う
に
、
単
独
の
自
立
し
た
作
品
で
は
あ
り
え
な
い
。
書
割
が
油
彩
に
な
れ
ば
、
そ
の
質
感
に
応
じ
て
、
衣
裳
も
、
小
道
具
も
、
か
つ
ら
も
、
つ
ま
り
扮
装
全
体
も
変
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
扮
装
は
、
変
ら
な
か
っ
た
。（「「
舞
台
美
術
」
の
成
立
と
変
容
―
―
近
代
化
に
即
し
て
―
―
」
前
出
）
こ
う
し
た
視
点
か
ら
『
マ
ク
ベ
ス
』
を
考
え
る
と
き
、
浅
井
は
背
景
と
な
る
書
割
だ
け
で
な
く
、
俳
優
が
身
に
着
け
る
衣
裳
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な
が
ら
、
同
じ
舞
台
上
に
並
存
す
る
登
場
人
物
（＝
俳
優
）
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
で
舞
台
全
体
の
色
調
に
目
配
り
し
て
い
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
浅
井
は
（
歌
舞
伎
と
新
派
と
い
う
違
い
は
あ
れ
ど
）
書
割
の
変
質
に
あ
わ
せ
て
衣
裳
も
変
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
現
場
で
非
常
に
高
い
効
果
を
上
げ
た
こ
と
は
、
先
に
引
い
た
喜
多
村
の
証
言
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
次
節
で
と
り
あ
げ
る
『
己
が
罪
』
で
も
そ
う
し
た
浅
井
の
感
覚
は
よ
り
積
極
的
に
活
か
さ
れ
て
お
り
、
浅
井
が
ひ
ろ
く
〈
舞
台
美
術
〉
に
関
心
を
抱
き
、
実
践
し
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。
武
富
瓦
全
が
前
掲
書
簡
（
二
重
傍
線
部
）
で
述
べ
た
ご
と
く
、
当
時
の
浅
井
の
多
彩
な
画
業
の
な
か
で
も
、
同
時
代
演
劇
に
関
わ
る
取
り
組
み
が
最
も
「
面
目
新
な
ら
む
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
る
ま
い
。
四
『
己
が
罪
』
へ
の
積
極
的
参
画
大
阪
で
『
マ
ク
ベ
ス
』
が
上
演
さ
れ
た
翌
月
、
京
都
の
明
治
座
で
、
静
間
小
次
郎
一
座
が
菊
池
幽
芳
原
作
の
『
己
が
罪
』
を
上
演
し（
１９
）た。
大
阪
毎
日
新
聞
記
者
だ
っ
た
幽
芳
の
連
載
小
説
（『
大阪
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十
二
年
八
月
十
七
日
〜
十
月
二
十
一
日
〈
前
編
〉、
三
十
三
年
一
月
一
日
〜
五
月
二
十
日
〈
後
編
〉）
は
評
判
を
呼
び
、
同
作
の
成
功
に
よ
っ
て
同
紙
は
三
、
四
千
部
増
刷
し
た
と
い
う
。
春
陽
堂
か
ら
単
行
本
化
（
明
治
三
十
三
年
八
月
〈
前
編
〉、
三
十
四
年
一
月
〈
中
編
〉、
同
年
七
月
〈
後
編
〉）
さ
れ
る
と
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
徳
富
蘆
花
『
不
如
帰
』
な
ど
と
と
も
に
〈
家
庭
小
説
〉
の
代
表
作
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
。
東
京
や
京
阪
で
た
だ
ち
に
新
派
に
よ
っ
て
劇
化
さ
れ
、
そ
の
人
気
に
目
を
つ
け
た
歌
舞
伎
も
競
演
に
参
戦
し
た
当
時
を
象
徴
す
る
演
目
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
静
間
小
次
郎
は
、
明
治
三
十
三
年
七
月
、
京
都
の
常
盤
座
で
『
己
が
罪
』
を
上
演
し
て
い
る（
２０
）が、
明
治
三
十
八
年
に
ふ
た
た
び
京
都
に
や
っ
て
来
た
『
己
が
罪
』
で
、
浅
井
が
書
割
の
制
作
を
委
嘱
さ
れ
た
。
前
月
の
『
マ
ク
ベ
ス
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
請
け
負
っ
た
こ
の
仕
事
に
浅
井
は
専
心
し
、
初
日
間
近
に
も
劇
場
で
筆
を
揮
っ
て
い
た
よ
う
だ
（「
興
行
だ
よ
り
」『
京都
日
出
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
二
月
十
七
日
）。
原
作
者
の
菊
池
幽
芳
は
、
静
間
一
座
の
明
治
座
公
演
に
つ
い
て
「
従
来
各
う
ち
座
で
演
ぜ
ら
れ
た
も
の
ゝ
中
慥
か
に
出
色
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
に
躊
躇
せ
ぬ
全
く
余
の
予
想
外
の
出
来
栄
」（「
京
都
の
『
己
が
罪
』（
上
）」『
大阪
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
二
月
二
十
七
日
）
と
賞
賛
し
、
そ
の
成
功
の
要
因
を
三
点
挙
げ
て
い
る
。
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第
一
に
ど
の
俳
優
も
役
柄
に
嵌
っ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
そ
れ
ぞ
れ
が
役
の
精
神
を
会
得
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
幽
芳
曰
く
「
全
体
こ
の
芝
居
は
主
人
公
環
の
一
人
舞
台
と
い
つ
て
も
よ
く
環
が
悪
か
つ
た
ら
形
な
し
で
ま
た
環
が
よ
く
つ
て
も
子
役
が
悪
か
つ
た
ら
物
に
な
ら
ぬ
代
り
両
方
が
揃
つ
て
居
れ
ば
『
己
が
罪
』
は
ま
づ
七
分
の
成
功
を
見
た
も
の
と
云
つ
て
よ
い
」（「
京
都
の
『
己
が
罪
』（
上
）」
前
出
）
の
だ
が
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
箕
輪
環
を
勤
め
た
井
上
春
之
助
は
無
難
な
出
来
、
七
歳
の
子
役
（
正
弘
役
の
渡
邊
順
一
郎
）
が
好
評
を
博
し
た
。
そ
し
て
第
三
に
「
道
具
立
の
遺
憾
な
き
点
」
―
―
わ
け
て
も
浅
井
の
仕
事
を
幽
芳
は
称
揚
し
て
い
る
。
殊
に
背
景
の
見
事
さ
左
右
の
袖
ま
で
悉
く
浅
井
氏
の
筆
に
な
つ
た
も
の
で
幕
が
開
く
と
見
物
ま
づ
大
喝
采
で
あ
る
、
お
作
〔
漁
師
の
娘
。
山
口
九
州（
２１
）男〕
の
物
語
に
な
つ
て
子
爵
と
環
と
三
人
が
極
ま
つ
た
恰
好
の
善
さ
、
ま
る
で
絵
の
や
う
で
こ
れ
は
全
く
背
景
の
お
蔭
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
（「
京
都
の
『
己
が
罪
』（
上
）」
前
出
）
『
大
塩
平
八
郎
』
や
『
マ
ク
ベ
ス
』
と
同
様
、
浅
井
が
描
い
た
書
割
（
あ
る
い
は
そ
の
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
）
は
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
『
己
が
罪
』
の
舞
台
に
現
前
さ
れ
た
風
景
は
、
登
場
人
物
と
書
割
と
が
相
俟
っ
て
全
体
が
「
ま
る
で
絵
の
や
う
」
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
八
年
三
月
一
日
付
『
大阪
毎
日
新
聞
』
掲
載
の
記
事
（
京
の
一
記
者
「『
己
が
罪
』
と
京
都
諸
名
家
」）
は
「
京
都
中
上
流
社
会
の
人
気
を
只
こ
の
劇
に
集
め
た
と
い
ふ
の
は
実
に
京
都
劇
壇
稀
有
の
現
象
」
と
報
じ
て
お
り
、
開
幕
か
ら
三
日
目
に
は
浅
井
忠
を
は
じ
め
、
京
都
高
等
工
芸
学
校
初
代
校
長
の
中
澤
岩
太
、
同
校
色
染
科
教
授
の
鶴
巻
鶴
一
、
島
華
水
ら
が
揃
っ
て
観
劇
し
、
右
の
記
事
に
は
彼
ら
の
観
劇
談
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
浅
井
の
仕
事
に
言
及
し
て
い
る
の
が
、
浅
井
に
京
都
高
等
工
芸
学
校
へ
の
赴
任
を
要
請
し
た
中
澤
岩
太
で
あ
る
。
中
澤
は
「
浅
井
忠
君
の
書
割
も
さ
す
が
大
家
の
筆
で
す
、
尚
此
上
に
も
浅
井
先
生
の
意
見
に
よ
つ
て
光
線
を
よ
く
つ
か
つ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
な
」
と
述
べ
て
お
り
、
浅
井
が
照
明
に
関
し
て
も
指
示
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
な
お
同
記
事
で
は
「
仕
打
大
谷
〔
竹
次
郎
〕
は
早
速
電
燈
会
社
へ
交
渉
し
某
光
学
の
大
家
に
意
見
を
き
ゝ
在
来
関
西
劇
壇
の
難
で
あ
つ
た
光
線
の
利
用
を
遺
憾
な
く
や
つ
て
見
や
う
と
云
つ
て
ま
し
た
」
と
明
治
座
の
対
応
を
補
足
し
て
い
る
）。
次
い
で
浅
井
へ
の
取
材
部
分
を
引
く
。
浅
井
氏
は
総
べ
て
の
場
に
就
て
細
か
き
注
意
を
与
へ
ら
れ
各
俳
優
の
顔
の
作
り
の
工
合
や
着
付
に
就
て
背
景
の
関
係
か
ら
色
の
選
擇
ま
で
作
者
を
呼
ん
で
一
々
注
意
さ
れ
、
海
岸
の
場
高
嶋
屋
の
着
付
は
よ
く
私
の
背
景
と
色
の
調
和
を
し
て
居
る
と
満
足
さ
れ
て
居
ま
し
た
、
箱
根
環
翠
楼
庭
園
の
場
〔
、〕
環
の
着
付
に
就
て
は
是
非
背
景
の
上
か
ら
濃
紫
の
羽
織
で
も
着
せ
て
く
れ
と
の
事
で
こ
れ
は
翌
日
か
ら
浅
井
氏
の
好
み
通
り
に
改
め
ま
し
た
中
澤
岩
太
の
談
話
も
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
の
と
き
浅
井
は
、
照
明
、
衣
裳
、
化
粧
な
ど
広
範
な
〈
舞
台
美
術
〉
に
携
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
公
演
の
衣
裳
は
京
都
の
高
島
屋
に
特
注
し
て
新
調
し
た
も
の
だ
っ
た（
２２
）が、
浅
井
は
書
割
と
の
色
調
の
関
係
を
綿
密
に
検
討
し
て
修
正
を
指
示
し
、
現
場
も
す
ぐ
に
対
応
し
て
い
る
。
俳
優
も
含
め
た
舞
台
全
体
を
、
一
幅
の
大
き
な
絵
画
と
し
て
見
て
― 49 ―
い
る
か
の
よ
う
だ
。
そ
れ
が
す
べ
て
浅
井
の
美
意
識
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と
く
に
四
幕
目
「
根
本
海
岸
の
場
」
は
『
己
が
罪
』
に
お
け
る
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
さ
れ
る
。
新
派
に
と
っ
て
、
海
岸
（
海
辺
）
は
象
徴
的
な
〈
場
〉
で
あ
り
、
尾
崎
紅
葉
原
作
『
金
色
夜
叉
』
の
熱
海
、
徳
富
蘆
花
原
作
『
不
如
帰
』
の
逗
子
な
ど
人
気
の
高
い
演
目
に
頻
出
す
る
風
景
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
神
山
彰
が
端
的
に
概
括
し
て
い
る
。
喜
多
村
緑
郎
が
言
う
よ
う
に
、「
一
時
は
新
派
と
い
え
ば
海
岸
」
だ
っ
た
。〔
略
〕
新
派
の
海
岸
の
場
は
、
旧
劇
（
歌
舞
伎
）
の
「
い
つ
も
の
海
の
景
色
」
と
い
う
類
型
的
名
所
絵
風
の
絵
柄
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
「
風
景
」
で
あ
り
、
お
よ
そ
殺
風
景
な
寒
村
の
実
景
が
油
彩
の
写
実
的
筆
致
で
描
か
れ
た
〔
略
〕。『
己
が
罪
』
で
高
田
実
が
見
せ
た
背
中
で
泣
く
名
演
技
な
ど
は
、
実
に
お
よ
そ
情
趣
の
な
い
凡
庸
な
海
景
の
前
で
演
じ
る
こ
と
で
、
平
凡
な
漁
師
の
悲
哀
を
現
前
さ
せ
た
の
だ
。
こ
れ
ら
の
近
代
文
学
で
い
わ
れ
る
「
風
景
の
発
見
」
と
も
呼
応
す
る
「
自
然
」
観
の
変
容
を
、
舞
台
の
上
で
現
前
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
も
新
派
の
海
の
実
体
的
な
魅
力
が
あ
っ
た
の
だ
。（「
新
派
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
」『
近
代
演
劇
の
水
脈
―
―
歌
舞
伎
と
新
劇
の
間
』
森
話
社
、
二
〇
〇
九
年
、
五
五
頁
）
こ
こ
に
例
示
さ
れ
て
い
る
『
己
が
罪
』
の
高
田
実
の
「
名
演
技
」
は
、
静
間
一
座
の
明
治
座
公
演
と
は
別
の
時
の
も
の
だ
が
、
新
し
い
時
代
の
画
家
た
ち
が
手
が
け
た
新
派
の
風
景
（
観
）
や
自
然
描
写
と
い
う
問
題
は
、
お
そ
ら
く
「
海
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
浅
井
の
描
い
た
「
新
派
の
海
岸
」
は
、
ど
ん
な
風
景
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
菊
池
幽
芳
は
「
宛
然
た
る
詩
的
光
景
」（「
京
都
の
『
己
が
罪
』
（
上
）」
前
出
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
か
ろ
う
じ
て
そ
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
の
は
、
明
治
三
十
八
年
二
月
二
十
八
日
付
『
大阪
毎
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
で
あ
る
（
図
②
）。
こ
こ
か
ら
書
割
の
全
容
は
見
通
せ
な
い
が
、
同
時
代
評
か
ら
特
徴
を
探
っ
て
み
た
い
。
四
幕
目
の
海
岸
は
波
の
書
割
に
配
分
よ
き
や
う
浅
井
忠
氏
の
注
意
に
よ
つ
て
新
調
し
た
菫
色
羽
二
重
の
着
附
は
成
程
場
面
の
配
合
と
い
ふ
点
か
ら
見
る
と
非
常
に
可
い
が
、
併
し
環
其
人
の
衣
裳
と
し
て
見
る
と
、
余
は
で
を
つ
か
ど
う
り
に
華
奢
過
ぎ
て
十
二
歳
に
な
る
子
供
が
あ
る
阿
母
さ
ん
と
は
奈
何
し
図②『己が罪』左から山田九州男、磯野良太
郎、渡邊順一郎、井上春之助（『大阪毎日新
聞』明治３８年２月２８日）国立国会図書館蔵
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て
も
受
取
れ
な
い
（
露
村
「
明
治
座
の
『
己
が
罪
』
略
評
（
下
）」『
京都
日
出
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
三
月
四
日
）
視
覚
的
な
舞
台
の
色
調
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
一
方
で
そ
れ
が
登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
連
動
し
て
い
な
い
点
が
難
じ
ら
れ
て
い
る
。
神
山
彰
は
「
用
語
と
し
て
「
装
置
」
は
基
本
的
に
大
道
具
に
限
定
さ
れ
る
が
、「
舞
台
美
術
」
は
衣
裳
や
小
道
具
デ
ザ
イ
ン
ま
で
も
含
む
。「
装
置
」
の
変
化
は
、
衣
裳
に
も
連
動
し
て
変
質
を
促
し
、
そ
れ
が
、
人
物
造
型
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
」（「「
舞
台
美
術
」
の
成
立
と
変
容
―
―
近
代
化
に
即
し
て
―
―
」
前
出
）
と
述
べ
る
。
浅
井
は
書
割
と
照
明
、
衣
裳
、
化
粧
等
の
色
彩
的
な
連
関
に
よ
る
視
覚
性
に
つ
い
て
は
、
他
に
類
を
み
な
い
き
わ
め
て
鋭
敏
な
感
覚
を
示
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
が
劇
と
し
て
の
人
物
造
型
に
ま
で
届
い
て
い
な
い
（
と
指
摘
さ
れ
る
）
と
こ
ろ
に
、
浅
井
の
〈
舞
台
美
術
〉
を
め
ぐ
る
意
識
の
当
該
時
点
に
お
け
る
限
界
を
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
（
現
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
図
案
科
の
学
生
た
ち
が
、
舞
台
の
道
具
立
や
背
景
な
ど
の
研
究
の
た
め
に
『
己
が
罪
』
を
観
劇
し
た
と
い
う
挿
話
（「
興
行
だ
よ
り
」『
京都
日
出
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
三
月
五
日
）
に
鑑
み
る
と
、
浅
井
に
よ
る
〈
舞
台
美
術
〉
は
当
時
の
美
術
教
育
―
―
殊
に
図
案
の
教
材
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
浅
井
の
演
劇
現
場
で
の
実
践
は
、
劇
壇
は
も
ち
ろ
ん
、
同
時
代
の
画
壇
お
よ
び
美
術
教
育
に
と
っ
て
も
刮
目
す
べ
き
先
進
的
な
試
み
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
お
わ
り
に
以
上
、
明
治
三
十
年
代
の
京
阪
で
上
演
さ
れ
た
三
つ
の
演
劇
―
―
『
大
塩
平
八
郎
』『
マ
ク
ベ
ス
』『
己
が
罪
』
を
通
し
て
、
浅
井
忠
と
〈
舞
台
美
術
〉
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
浅
井
は
、
明
治
三
十
五
年
の
銀
峰
会
を
通
じ
た
高
安
月
郊
と
の
出
会
い
を
契
機
と
し
て
舞
台
の
書
割
を
描
き
は
じ
め
、
演
劇
の
現
場
に
関
わ
っ
て
い
く
。
明
治
三
十
八
年
の
二
作
品
に
お
い
て
は
よ
り
積
極
的
な
参
画
が
み
ら
れ
、
書
割
に
と
ど
ま
ら
ぬ
〈
舞
台
美
術
〉
の
萌
芽
と
も
い
う
べ
き
実
践
を
試
み
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
未
だ
調
査
す
べ
き
問
題
は
多
い
。
油
彩
に
よ
る
大
規
模
な
書
割
を
描
く
際
の
画
材
や
技
法
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
制
作
体
制
に
つ
い
て
『
マ
ク
ベ
ス
』
で
は
浅
井
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
集
団
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
具
体
的
な
人
員
は
誰
が
い
た
の
か
、
他
の
舞
台
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
三
作
品
以
外
に
関
わ
っ
た
舞
台
は
な
か
っ
た
の
か
―
―
。
ま
た
浅
井
が
劇
壇
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
同
時
代
京
都
の
文
化
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
も
今
後
の
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。近
代
京
都
の
文
化
的
諸
相
や
他
の
洋
画
家
の
劇
壇
参
入
と
い
っ
た
事
例
を
考
え
る
上
で
も
、
浅
井
忠
と
〈
舞
台
美
術
〉
と
い
う
問
題
系
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
。
注
（
１
）
島
田
康
寛
・
前
川
公
秀
監
修
『
浅
井
忠
全
作
品
集
』（
東
京
美
術
俱
楽
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部
、
二
〇
一
六
年
）
所
載
の
年
譜
は
、
従
来
の
研
究
成
果
を
網
羅
し
た
、
浅
井
忠
に
関
す
る
現
在
も
っ
と
も
詳
細
な
年
譜
だ
が
、
こ
こ
に
も
演
劇
と
の
関
わ
り
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
（
２
）
金
尾
種
次
郎
『
川
上
音
二
郎
貞
奴
漫
遊
記
』（
金
尾
文
淵
堂
、
明
治
三
十
四
年
、
七
二
丁
）。
（
３
）
川
上
一
座
の
パ
リ
万
博
公
演
に
つ
い
て
は
、レ
ズ
リ
ー
・
ダ
ウ
ナ
ー
『
マ
ダ
ム
貞
奴
―
―
世
界
に
舞
っ
た
芸
者
』（
木
村
英
明
訳
、
集
英
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
森
田
雅
子
『
貞
奴
物
語
―
―
禁
じ
ら
れ
た
演
劇
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）、
茅
ヶ
崎
美
術
館
『
川
上
音
二
郎
・
貞
奴
展
』
図
録
（
茅
ヶ
崎
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
）、
井
上
理
恵
『
川
上
音
二
郎
と
貞
奴
Ⅱ
―
―
世
界
を
巡
演
す
る
』（
社
会
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）、
井
上
さ
つ
き
「
一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
博
の
川
上
音
二
郎
・
貞
奴
」（
神
山
彰
編
『
演
劇
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
』
森
話
社
、二
〇
一
七
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
（
４
）
拙
稿
「
明
治
三
十
四
年
の
川
上
音
二
郎
・
序
説
―
―
大
阪
朝
日
座
に
お
け
る
新
演
劇
大
合
同
の
周
辺
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
一
〇
八
号
、
二
〇
一
二
年
七
月
）、
同
「
川
上
音
二
郎
と
竹
越
與
三
郎
」（『
大
衆
文
化
』
第
八
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
）、
同
「
明
治
三
十
四
年
の
川
上
音
二
郎
―
―
国
内
諸
地
域
に
お
け
る
帰
朝
公
演
の
考
察
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
一
一
四
号
、
二
〇
一
五
年
七
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
５
）
前
川
公
秀
『
浅
井
忠
評
伝
縁
木
求
魚
』（
前
川
公
秀
、
二
〇
一
二
年
、
八
一
頁
）
も
参
照
の
こ
と
。
（
６
）
中
川
織
江
『
セ
ッ
シ
ュ
ウ
！
世
界
を
魅
了
し
た
日
本
人
ス
タ
ー
・
早
川
雪
洲
』（
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
）
第
一
章
を
参
照
し
た
。
（
７
）
中
村
芝
翫
（
四
代
目
ヵ
）
に
師
事
し
、
後
に
中
村
翠
娥
と
名
の
っ
た
女
優
。
主
に
関
西
で
活
動
し
て
九
代
目
市
川
団
十
郎
門
下
の
市
川
粂
八
（
九
女
八
と
も
。
後
に
守
住
月
華
）
と
東
西
を
二
分
す
る
人
気
を
博
し
た
と
い
う
（
山
口
玲
子
『
女
優
貞
奴
』
新
潮
社
、
一
九
八
二
年
、
一
〇
九
頁
）。
（
８
）
無
署
名
「
新
俳
優
洋
行
の
顔
触
」（『
都
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
三
月
二
十
六
日
）。
（
９
）
小
櫃
万
津
男
「『
京
都
演
劇
改
良
会
』
の
研
究
」（『
日
本
演
劇
学
会
紀
要
』
１８
、
一
九
七
九
年
十
月
）、
拙
稿
「
高
安
月
郊
と
京
都
演
劇
改
良
会
―
―
第
三
回
改
良
演
劇
の
実
体
と
、
そ
の
挫
折
」（『
演
劇
学
論
集
日
本
演
劇
学
会
紀
要
』
５３
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
）、
同
「
京
都
演
劇
改
良
会
再
考
―
―
高
安
月
郊
と
明
治
三
十
年
代
京
都
劇
壇
の
一
断
面
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
一
一
〇
号
、
二
〇
一
三
年
七
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
拙
稿
二
編
は
、
拙
著
『
高
安
月
郊
研
究
―
―
明
治
期
京
阪
演
劇
の
革
新
者
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
に
収
録
。
（
１０
）
拙
稿
「
京
都
演
劇
改
良
会
再
考
―
―
高
安
月
郊
と
明
治
三
十
年
代
京
都
劇
壇
の
一
断
面
」（
前
掲
注
９
）。
（
１１
）
注
１
前
掲
書
の
年
譜
に
も
記
載
が
あ
る
。
（
１２
）
倉
敷
市
編
著
『
倉
敷
市
蔵
薄
田
泣
菫
宛
書
簡
集
文
化
人
篇
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
所
載
の
高
安
月
郊
書
簡
（
一
〇
一
頁
）
に
は
「
拙
著
浅
井
〔
忠
〕
氏
の
画
未
た
成
ら
す
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
明
治
二
十
八
年
八
月
十
七
日
と
さ
れ
る
同
書
簡
の
書
か
れ
た
時
期
に
つ
い
て
「
消
印
は
発
信
局
印
・
受
信
局
印
共
に
、「
廿
八
」
と
押
印
さ
れ
て
い
る
が
、
切
手
は
明
治
三
三
年
発
行
の
一
銭
五
厘
の
菊
切
手
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
年
代
の
特
定
に
疑
問
が
残
る
が
、
消
印
の
発
信
年
月
日
を
採
る
原
則
に
従
っ
て
こ
こ
に
置
い
た
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
月
郊
と
浅
井
の
最
初
の
出
会
い
が
明
治
三
十
五
年
秋
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
月
郊
の
著
作
に
浅
井
が
木
版
画
を
提
供
し
た
の
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
明
治
三
十
九
年
刊
行
の
詩
集
『
寝
覚
草
』（
金
尾
文
淵
堂
）
の
み
で
あ
る
こ
と
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
ち
な
み
に
こ
の
『
寝
覚
草
』（＝
松
の
別
称
）
は
、
明
治
三
十
七
年
に
協
働
を
企
図
し
な
が
ら
叶
わ
な
か
っ
た
雑
誌
『
夢
見
草
』（＝
桜
の
別
称
）
に
対
す
る
、
月
郊
か
ら
の
あ
る
種
の
応
答
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
１３
）
当
時
、
舞
台
の
背
景
と
し
て
描
か
れ
る
絵
画
に
つ
い
て
「
書
割
」
と
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「
背
景
画
」
の
語
が
混
在
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、本
稿
で
は
便
宜
上
、
基
本
的
に
「
書
割
」
で
統
一
す
る
。
（
１４
）
明
治
三
十
五
年
十
月
二
十
六
日
付
『
都
新
聞
』
の
「
梨
園
叢
話
」
欄
に
よ
れ
ば
、
川
上
は
『
オ
セ
ロ
』
の
舞
台
を
台
湾
に
置
き
換
え
て
翻
案
す
る
た
め
、
現
地
を
視
察
し
て
「
欧
米
風
の
大
道
具
書
割
に
実
景
を
写
す
為
め
写
真
を
撮
影
」
す
る
計
画
を
立
て
、
そ
の
「
揮
毫
者
ハ
洋
画
家
の
大
家
小
山
正
太
郎
氏
に
し
て
敏
腕
な
る
助
手
四
五
名
を
用
ゆ
る
も
十
二
月
一
日
よ
り
着
手
し
て
本
年
一
杯
を
要
す
る
と
云
ふ
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
（
１５
）
拙
著
『
高
安
月
郊
研
究
―
―
明
治
期
京
阪
演
劇
の
革
新
者
』（
前
掲
注
９
）
の
第
三
章
第
七
節
で
言
及
し
て
い
る
。
（
１６
）
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
「
浅
井
忠
と
漆
工
芸
―
―
蒔
絵
師
杉
林
古
香
と
の
共
同
制
作
を
中
心
に
」（『
美
術
史
』
美
術
史
學
會
、一
九
九
三
年
三
月
）
を
参
照
し
た
。
（
１７
）
浩
々
歌
客
「
二
月
の
道
頓
堀
」（『
歌
舞
伎
』
明
治
三
十
八
年
三
月
）。
（
１８
）
喜
多
村
緑
郎
「
マ
ク
ベ
ス
夫
人
に
就
て
」（『
歌
舞
伎
』
明
治
三
十
八
年
三
月
）。
（
１９
）
神
山
彰
は
「
関
西
新
派
で
人
気
の
あ
っ
た
静
間
小
次
郎
一
座
で
は
、
浅
井
忠
が
装
置
を
担
当
し
話
題
を
呼
ん
だ
」（「
新
派
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
」
『
近
代
演
劇
の
水
脈
―
―
歌
舞
伎
と
新
劇
の
間
』
森
話
社
、二
〇
〇
九
年
、
五
四
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
明
治
三
十
八
年
の
『
己
が
罪
』
の
こ
と
と
思
し
い
。
（
２０
）
国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
京
都
篇
』
第
三
巻
（
八
木
書
店
、
一
九
九
七
年
）
に
拠
る
。
で
き
（
２１
）
乳
母
お
作
役
の
山
田
九
州
男
は
「
当
劇
中
第
一
の
良
い
成
績
」（
露
村
「
明
治
座
の
『
己
ケ
罪
』
略
評
（
上
）」『
京都
日
出
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
三
月
二
日
）
と
評
さ
れ
、
各
場
の
演
技
が
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
（
２２
）
「
演
芸
だ
よ
り
」（『
大阪
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
二
月
二
十
日
）。
﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
泉
屋
博
古
館
特
別
展
『
浅
井
忠
の
京
都
遺
産
―
―
京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
で
の
講
演
「
浅
井
忠
と
京
都
の
文
化
人
た
ち
」（
二
〇
一
七
年
九
月
三
十
日
。
泉
屋
博
古
館
分
館
）
の
一
部
を
も
と
に
し
て
い
る
。
同
館
の
関
係
各
位
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
図
版
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
立
教
大
学
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
よ
り
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
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